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広報 な か わ だ ２０２２年 ７月

第５０１号    中和田カトリック教会 広報委員会 

                              泉区中田北１丁目９－１ Tel (045)803-6141 

                        ２０２２年７月３日           https://nakawada-catholic.com 

「主 の 平 和」 

フランシスコ・ザベリオ 日野武満神父 

 今年の広報も下半期に入り７月号になりました。 

 １９８４年から１９８６年まで子供の宗教教育（マリア・モンテッソーリ）研修に参加し、イタリア

で過ごしました。 

 ７月に入ると夏休みになり、９月まで教会の手伝い、子供達の夏期学校（小学校生）１００人程のお

世話を数⼈の司祭、信徒⽗兄が携わりました。夏のローマは観光客が訪れますが市⺠はほとんど避暑地

に出ていきます。 

 教会の夏期学校はイタリアとオーストリアの国ざかいに大きい土地に宿泊所があり、二泊三日程の合

宿中、ミサ・赦しの秘跡・キャンプファイアー等楽しい経験でした。 

 再建された教会で、子供達が集まる楽しい場所になることを願っています。 

教会ごよみ（７・８月）

 日 曜  典 礼（ミ サ）     備   考     そ の 他 

７

月

 ３ 日 主日ミサ(9:00) 年間第１４主日 全地区（担当：第２地区） 

 ９ 土 教会委員会(10:00) 

１０ 日 主日ミサ(9:00) 年間第１５主日 全地区（担当：第３地区） 

１７ 日 主日ミサ(9:00) 年間第１６主日 全地区（担当：第１地区） 

２４ 日 主日ミサ(9:00) 年間第１７主日 全地区（担当：第２地区） 

３１ 日 主日ミサ(9:00) 年間第１８主日 全地区（担当：第３地区） 

８

月

 ７ 日 主日ミサ(9:00) 年間第１９主日 全地区（担当：第１地区） 

１３ 土 教会委員会(10:00) 

１４ 日 主日ミサ(9:00) 年間第２０主日 全地区（担当：第２地区） 

１５ 月 祭日ミサ(10:00) 聖⺟の被昇天[祭] 全地区（担当：第３地区） 

２１ 日 主日ミサ(9:00) 年間第２１主日 全地区（担当：第１地区） 

２８ 日 主日ミサ(9:00) 年間第２２主日 全地区（担当：第２地区） 

※初金、週日ミサ、主日以外の祝祭日ミサは記載の日を除き８月末まで行いません。 
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コーヒーとケーキの

中和田 NEXT の会でかねてより提案していたマリアカフェをコロナ禍が落ち着いたところを見計ら

って、ようやく 5 月 17 日（火）オープンする事ができました。 

⻑きにわたる⼯事期間中に何かとご迷惑をおかけしたご近所の皆様に案

内のチラシを投函、掲示板のポスター、看板などを掲げお知らせした甲斐

あってか、初日にご近所の方、通りかかった方、 

以前からお祈りに来られている方などカフェに寄ってくださいました。神

父様も終始にこやかに歓待してくださいました。 

先日 5 月 31 日は信徒の方数名、スタッフの友人数名、⼾塚教会からは 

カフェの見学も兼ねて数名、また閉店が近づく頃、お祈りに来られた方 

にもカフェに寄っていただきました。⼾塚教会の方たちは皆様、新しく 

なった中和田教会の入りやすさ、使いやすさ、広さ、モダンで洗練された 

雰囲気を絶賛しておられました。 

他教会の方々に羨まれるような教会が与えられたお恵みに感謝すると共に、ますます中和田教会が神

様の愛を伝える共同体として地域の皆様のお声に耳を傾けながら親しみを持っていただけますよう、心

から感謝を込めてカフェを運営してゆきたいとスタッフ一同努めて参ります。 

毎週火曜日１０時から１５時までオープンしております。                  

一度お立ち寄りください。お子様連れの方も大歓迎です。お待ちしています。 
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＜「交わりとしての教会をめざして」 （司教書簡）を実践するために＞ 

５月２９日片瀬教会で祈りを育てる部門の集まりが開催されました。祈り部門の担当には典礼部また

は祈り部門としての担当者の参加が勧められており、今年は内藤和子さんに担当をお願いしたところ快

く引き受け報告してくださいました。感謝申し上げます。以下は報告書（分かち合い）の抜粋です。 

参加者：ブランチ神父 久我神父 田丸神父 聖園 St.村松 片瀬 藤沢 ⼾塚

鍛冶ヶ谷 大船 原宿 中和田 各教会１名 

この集まりのビジョンとして「交わりとしての教会をめざして」（司教書簡）の実践には？ 

・「愛」を生き、実践し、教会共同体全員が神からの使命を意識して働くために、協力、一致して祈り

ましょう。 

・近隣教会と一緒に集まることの意味は協力、祈り等をオープンにすることで教会の行き来が活発に

なり、情報共有することによって見える形になると良い。 

・祈りを一緒にすることにより共同体が一つになる、大きくなっていると感じる  （原宿教会） 

・小教区で司教書簡の読み合わせをする。 

・三つの部門 祈り、伝え、証しは、誰もが育っていかねばならない。祈り方はいろいろなメソッド

を参考にする。祈りの力が育つことでミサや周りの人々によりよく接せられる。 

・信心は多様性、信仰は典礼を通して一致するため。 

・洗礼を受けた（神の命を生きる）ことを意識化するには時間が必要。 

・新しいミサについてＤＶＤを観た感想は期待、基本を再確認したなど。 

以上 

伝える部門、証し部門も随時報告してゆきます。                

＜短 歌 の 会 よ り＞ 
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委員会だより（文中敬称略） 

＜６月教会委員会＞（６月 11 日（土） 11 名出席） 

１．日野神父様のお話

・今年も半年過ぎました。教会建設がほぼ完了しコロナ

対策も少しずつ緩和されてきました。外国人の旅行者

も多くなります。中和田教会は 7 月から全地区のミサ

に移行する予定です。 

２．財務（小野（和） 小野委員長）

・５月度の一般会計、建設会計、愛の献金の会計報告が書

面で行われた。 

３．新型コロナ対応（近隣教会動向）

➡中和田教会は、コロナの状況を見ながら７月の主日ミサ

は全地区とする。 

４．中和田 NEXT の会（今井副委員長）

・「モンテッソーリ教材を使った教授法の勉強会」を６/25

（土）10：00〜から始めます。日野神父様のご指導で、

大和教会の教会学校の方々が来られます。中和田教会で

も関心のある方は是非参加してください。 

５．教会運営全体についての集中的な議論について

・（⼩野委員⻑）先月に引き続き、教会全体の運営につい

ての議論をする必要がある。教会委員会のミッション

はどうか？ 梅村司教様が多くの司教教書を通して 20

年来呼び掛けておられる変革が全く実現できていな

い。司教教書に基づき、「信仰共同体」としての小教区

運営の在り方に立ち返って議論が必要である。 

・（日野神父様）建設後の借金返済する人々を育てる必要

がある。ミサの侍者の問題、子どもの参加が少ないな

どの問題がある。 

・委員会の提案に対して反応がない。ミサには参加する

が委員会にお任せしていて関心が少ない。 

・委員さんは自分で次の人に頼まないと決まらないとい

うが、個人的に頼むとやって下さる。 

・「聖体授与の臨時の奉仕者（聖体奉仕者）」が中和田教

会では２人なので、研修者を増やす必要がある。 

・コロナ禍で対面の機会が減って、人々の交流の大切さ

が感じられる。 

・委員会のメンバーは高齢化しているが、若い方に任せ

る努力をしてベテランが補助、補佐をする必要があ

る。次世代は多くいるので期待したい。 

６. 教会の組織について 

委員⻑から紹介された K 教会の組織の事例に対し種々

意見が出たが、下記の方向で検討を進めることとなっ

た。 

・K 教会の組織の事例は非常に優れているが、小規模な

中和田教会には向かない面もある。これをベースに中

和田教会に向く体制を考えて行ってはどうか。    

⇒ 次回委員会に各委員で組織の枠組み案を検討し、持

ち寄ることとした。 

・組織の枠組みができれば担当者を決める過程で自然に

メンバーのリシャッフルもできるので、まず入れ物を

最優先で検討し、来年度は新体制にてスタートする。 

・この新しい組織構成を縦軸とし、みんなの会を再度立

ち上げて横軸とすることで、全体が機能してくること

が期待できる。 

・みんなの会の活動はミサ後のコーヒーのみならず、

色々なイベントや活動を計画して実行することで、

NEXT の会とも連携して幅を拡げていけるのではない

か。みんなの会の再立ち上げに協力したいとの申し出

もあり、積極的に進めることとなった。 

７．典礼

・十字架の道行作成は大川さんが他の案件で未実施なの

で、当面は従来の箇所に釘でつるして設置しておく。 

・主日ミサ以外の初金、祝祭日ミサ等について７月は実

施しない。 

・８/15 の聖⺟の被昇天は実施する。

・新しいミサ式次第への対応は、ミサ手順書の最新版を

入手し、皆さんに周知の上 9 月から練習する。 

８．建設関係（岩渕建設委員長）

・主要な残作業として、網⼾設置、テーブル・椅子追加

購入、音響設備の更新等がある。マリア様像の周辺の

草木や覆いは、庭を考える有志グループでまず検討す

る。 

・電気やエアコンのつけっぱなし、窓の開けっぱなしが

出ないように建物使用後の最終点検表を作ったので実

施してください。 

９．総務

・７月から主日ミサが全地区となるので名簿は無くすが

来客者ノートは従前通りに置く。 

・年１回６月第１（日）町内会の下水の掃除があるが、

いつも決まった方がやっているので他の方にもやって

ほしい。                

                    以上 

＜次回委員会 ７月９日（土）＞     


